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特定非営利活動法人こども医療ネットワ ー ク

1. 事業の成果

平成30年（第14期）は サポー ト事業として継続して38名の登録患者に通院交通費支

援金を支給した。鹿児島市の医療機関へ受診する場合に利用してもらぅことを目指した鹿

児島ファミリ ー ハウスも離島・ヘき地の利用者ばかりでなく、九州全域からの患者家族に

も利用してもらい、 合計320泊の利用者があった。14期末までに合計628人が利用の登

録をしており、平成30年の新規登録者数は49名と昨年より少なく、宿泊数 も昨年より減

少していた。

小児がん経験者のサポー トを主目的にしたNPO法人にこスマ九州（福岡市）のチャリテ

ィ ー カレンダーを購入し、難病の患児 ・ 家族に配布した。同法人の活動にも寄付を実施し、

イベント参加者への旅費支援も周知しているが、日程的に合わないことも多く、今期も旅

費支援申請者はいなかった。

小児医療全般の普及啓発と個別医療相談に応じるための健康相談会は、 平成30年は2

月11日（日） に奄美大島で開催した。 瀬戸内町のすこやか福祉センタ ー で、 食物アレル

ギーにつぃての講演会を今給黎亮先生に依頼した。6家族で子 ども3名の参加があり、 講

演会に続いて具体的な相談に対応した。

南日本新聞に隔週で掲載している医療情報コラム「あんしん救急箱」は会員の協力でテ
ーマをかえながら継続している。 「こども救急箱」 としてこれまでに発刊した冊子は、患

者 ・ 家族、小児医療機関など多方面に贈呈し、小児医療の啓発を行った。今期は新たに「こ

ども救急箱Vol. 5」 を発行した。

年間を通じてホ ームペー ジによる広報活動を続け、新聞や雑誌の取材もあって寄付者は

少しずつ幅が広くなっている。 第14期の寄付総額は1,'629,392円になった。 基本的な方

針を「継続的にできることを行う」としているので、少額 の寄付者の拡大を目指している。








